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1. 2023年3月期の連結業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 4,285 9.1 304 43.1 419 69.0 306 76.5

2022年3月期 3,926 ― 212 ― 248 ― 173 ―

（注）包括利益 2023年3月期 306百万円 （76.5％） 2022年3月期 173百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年3月期 60.17 ― 6.4 4.8 7.1

2022年3月期 34.09 ― 3.7 2.8 5.4

（参考） 持分法投資損益 2023年3月期 59百万円 2022年3月期 4百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 8,810 4,934 56.0 969.89

2022年3月期 8,806 4,689 53.3 921.72

（参考） 自己資本 2023年3月期 4,934百万円 2022年3月期 4,689百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年3月期 641 △61 △400 1,763

2022年3月期 450 △66 △391 1,585

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00 61 35.2 1.3

2023年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00 76 24.9 1.6

2024年3月期(予想) ― 0.00 ― 12.00 12.00 41.3

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,082 △4.7 161 △47.0 206 △50.8 147 △51.7 29.05



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料１０ページ「３.連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期 5,500,000 株 2022年3月期 5,500,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期 412,326 株 2022年3月期 412,326 株

③ 期中平均株式数 2023年3月期 5,087,674 株 2022年3月期 5,087,674 株

（参考）個別業績の概要

2023年3月期の個別業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 3,096 11.6 241 51.8 328 49.0 226 46.9

2022年3月期 2,774 ― 159 ― 220 ― 154 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期 44.53 ―

2022年3月期 30.32 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 8,644 4,998 57.8 982.55

2022年3月期 8,712 4,833 55.5 950.01

（参考） 自己資本 2023年3月期 4,998百万円 2022年3月期 4,833百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、コロナ禍で依然社会活動は一部制限されているものの、日常生活を取り

戻そうとする動きが活発となりました。一方でロシアのウクライナ侵攻によりエネルギー、食料品、肥料などの値

上がりが著しく、賃金を上げようとする動きが出てきたものの、可処分所得は伸び悩んでおり景気の先行きは不透

明な状況が続いております。

花き業界においてはアレンジメントやガーデニング、観葉植物など家で楽しめるホームユース需要が堅調でし

た。外出機会の増加でイベント需要が回復し、結婚式での需要はコロナ前の水準まで急増しました。葬儀や法事な

どは人数を少なくして小規模で行うことが定着してきた為、金額ではコロナ前に届かないものの件数はコロナ前の

水準に回復しました。また、円安の環境下で切花の輸出が堅調でした。

花きの国内生産量は高齢化や生産コストの高騰により減少が続いております。一方、生産者は効率化を図る為に

取引先を人口の多い都市部に絞る動きが顕著となり、都内で市場を営む当社には荷物が集まりました。また輸入品

を扱う輸入商社も円安による仕入コストの上昇で、空港に近い大規模市場に荷物を集約する流れが加速し、羽田空

港と成田空港に近い当社には比較的潤沢に荷が揃う状況でした。このような状況下で地方市場や地方の大手小売店

との取引が増加し、また全国的にはwithコロナにおいて需要に供給量が追い付かず単価高となったことも売上好調

の要因となりました。

このような結果、当連結会計年度の業績は、売上高4,285,086千円（前年同期比9.1％増）、営業利益304,086千

円（前年同期比は43.1％増）、経常利益419,747千円（前年同期比69.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益

306,130千円（前年同期比76.5％増）となりました。

なお、当社グループは花き卸売事業単一セグメントであるため、セグメント別の記載は行っておりません。

(2）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における資産合計は8,810,466千円となりました。流動資産は前連結会計年度末に比べ187,228

千円増加し4,175,593千円、固定資産は前連結会計年度末に比べ182,852千円減少し4,634,873千円となりました。

流動資産の主な内訳は、売掛金2,360,224千円、現金及び預金1,678,358千円、固定資産の主な内訳は建物及び構築

物2,594,640千円です。

当連結会計年度末における負債合計は3,875,981千円となりました。流動負債は前連結会計年度末に比べ17,444

千円増加し2,230,946千円、固定負債は前連結会計年度末に比べ258,146千円減少し1,645,035千円となりました。

流動負債の主な内訳は、受託販売未払金1,476,909千円、固定負債の主な内訳は長期借入金677,946千円、退職給付

に係る負債489,164千円です。

純資産は前連結会計年度末に比べ245,078千円増加し4,934,485千円となりました。これは親会社株主に帰属する

当期純利益306,130千円の計上、剰余金の配当61,052千円によるものです。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して

178,552千円増加し1,763,921千円となっております。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

営業活動の結果得られた資金は、641,112千円（前年同期は450,188千円の増加）となりました。主な増加要因

は、税金等調整前当期純利益419,747千円、減価償却費264,441千円であり、主な減少要因は、法人税等の支払額

112,382千円、持分法による投資益59,342千円、売上債権の増加57,622千円によるものです。

投資活動の結果使用した資金は、61,896千円（前年同期は66,837千円の使用）となりました。主な減少要因は、

有形固定資産の取得による支出120,674千円、貸付けによる支出20,000千円であり、増加要因は貸付金の回収によ

る収入84,078千円によるものです。

財務活動の結果使用した資金は、400,663千円（前年同期は391,581千円の使用）となりました。これは主に長期

借入金の返済による支出323,808千円、配当金の支払額60,886千円によるものです。
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(4）今後の見通し

経営環境におきましては、新型コロナウイルス感染症による影響は緩和され、花きの供給量が需要に追い付かな

かった状況が解消し、適時適切な価格での流通となる事が予想されます。しかしロシアのウクライナ侵攻などから

物価の上昇は続くことが想定されます。資源価格の高騰の影響や2023年4月より社員の生活を守るために5％程度の

ベースアップも実施したことから2024.3期の利益は減少となる見通しですが、荷物が首都圏に集まる流れは加速す

ると見込まれることから影響は一時的であると見込んでおります。

このような経営環境の中、翌連結会計年度（2024年3月期）の連結業績見通しにつきましては、今後の不透明な

動向の影響を加味し、売上高4,082百万円、営業利益161百万円、経常利益206百万円、親会社株主に帰属する当期

純利益147百万円としております。

当社グループは花き流通の社会的役割を果たすべく社会、環境に配慮して事業の継続に努めてまいります。

また、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、国

際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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(単位：千円)

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 551,500 402,866 3,963,016 △350,539 4,566,843 4,566,843

当期変動額

剰余金の配当 △50,876 △50,876 △50,876

親会社株主に帰属する当期純利益 173,440 173,440 173,440

当期変動額合計 － － 122,563 － 122,563 122,563

当期末残高 551,500 402,866 4,085,579 △350,539 4,689,406 4,689,406

(単位：千円)

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 551,500 402,866 4,085,579 △350,539 4,689,406 4,689,406

当期変動額

剰余金の配当 △61,052 △61,052 △61,052

親会社株主に帰属する当期純利益 306,130 306,130 306,130

当期変動額合計 － － 245,078 － 245,078 245,078

当期末残高 551,500 402,866 4,330,657 △350,539 4,934,485 4,934,485

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定 会

計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２ 項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとい

たしました。これによる影響はありません。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りについては、当社グループが現時点で入手可能な情報を

踏まえ、2023年４月以降も一定期間にわたり当該影響が継続するものと仮定し、繰延税金資産の回収等の会計上の見

積りを行っております。なお、新型コロナウイルス感染症の収束時期は不透明であり、当社グループが行った会計上

の見積りや結果に影響を与える可能性があります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、花き卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

前連結会計年度
（自 2021年４月１日

至 2022年３月31日）

当連結会計年度
（自 2022年４月１日

至 2023年３月31日）

１株当たり純資産額 921.72円 969.89円

１株当たり当期純利益 34.09円 60.17円

前連結会計年度
（自 2021年４月１日

至 2022年３月31日）

当連結会計年度
（自 2022年４月１日

至 2023年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 173,440 306,130

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（千円）
173,440 306,130

期中平均株式数（千株） 5,087 5,087

（１株当たり情報）

（注）１.潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計固定資産圧

縮積立金
別途積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 551,500 389,450 13,416 402,866 30,125 0 4,075,000 21,044 4,126,169

当期変動額

剰余金の配当 △50,876 △50,876

別途積立金の取崩 △29,831 29,831 －

当期純利益 154,237 154,237

当期変動額合計 － － － － － － △29,831 133,193 103,361

当期末残高 551,500 389,450 13,416 402,866 30,125 0 4,045,168 154,237 4,229,530

株主資本

純資産合計
自己株式

株主資本合
計

当期首残高 △350,539 4,729,996 4,729,996

当期変動額

剰余金の配当 △50,876 △50,876

別途積立金の取崩 － －

当期純利益 154,237 154,237

当期変動額合計 － 103,361 103,361

当期末残高 △350,539 4,833,358 4,833,358

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計固定資産圧

縮積立金
別途積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 551,500 389,450 13,416 402,866 30,125 0 4,045,168 154,237 4,229,530

当期変動額

剰余金の配当 △61,052 △61,052

別途積立金の積立 31,831 △31,831 －

当期純利益 226,570 226,570

当期変動額合計 － － － － － － 31,831 133,686 165,518

当期末残高 551,500 389,450 13,416 402,866 30,125 0 4,077,000 287,923 4,395,048

株主資本

純資産合計
自己株式

株主資本合
計

当期首残高 △350,539 4,833,358 4,833,358

当期変動額

剰余金の配当 △61,052 △61,052

別途積立金の積立 － －

当期純利益 226,570 226,570

当期変動額合計 － 165,518 165,518

当期末残高 △350,539 4,998,876 4,998,876

当事業年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）
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